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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 

（意見等） 

本研究は、生体による機能性食品因子の感知システムをケミカルバイオロジー的な手法を駆使するこ

と に よ っ て 解 明 す る こ と を 目 指 す も の で あ り 、 4 つ の 研 究 目 標 か ら 成 っ て い る 。

①機能性食品因子の感知メカニズムに関しては、EGCG とそのレセプターである 67LR との相互作用様

式並びにその下流における情報伝達様式を詳細に解析すると共に、EGCG によるがん細胞致死作用等と

の関連を解明した。また、ダイズイソフラボン、共役リノール酸等についても同様の観点からの解析を

行った。②機能性食品因子の生体内イメージング及び③メタボロミクスに関しては、蛍光標識 EGCG と

MALDI-MSI を用いることにより、作用部位における EGCG 並びに代謝産物の検出に成功している。④

機能性食品因子感知システムの分子疫学的検証に関しては、生体パラメータおよび標的遺伝子を設定し、

介入試験やコホート研究を実施するための準備を完了しており、研究期間内に初期の目標を達成するこ

とが期待される。 

検証結果  当初目標に対し、期待どおりの成果があった。 

食品が示す健康増進機能・疾病予防機能の分子メカニズムの中でも極めて重要な「細胞

による食品因子の認識」に関しては、研究代表者らが世界に先駆けて見いだした 67LR に

よる緑茶カテキン EGCG 感知の詳細な機構解明と、それを介したがん細胞致死誘導機構

の解明に加え、イソフラボンの新規な感知機構を発見するなど顕著な成果を上げた。また、

摂取した機能性食品因子の体内動態解明を目指して、MALDI-MSI（マトリックス支援レ

ーザー脱離イオン化質量分析イメージング）による EGCG 及びその代謝物の組織内可視

化に初めて成功したことも高く評価できる。さらに、67LR をはじめとする幾つかの感知

分子の遺伝子発現が、ヒトでの緑茶や大豆の摂取あるいは血中脂質などの生体パラメータ

と相関することを見いだした。本研究は、食品が持つ生体調節機能の分子レベルでの理解

を深める極めて重要な研究であり、今後の更なる進展が期待される。 
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